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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　10月 17日、9月議会最終本会議において
議案と請願の討論採決がおこなわれ、党市議団
から松村としお、久保みきの両市議が討論に立
ちました。
　はじめに松村市議が、前年度の黒字54億円
を、物価高騰のもとで苦しむ市民の暮らしや子
育て、中小企業支援に使うため、補正予算を組
むよう求めました。下水道事業へのウォーター
PPP導入条例については「営利企業である民
間に委ねることは安全等の問題があり、八潮市
の道路陥没事故も踏まえ、市直営で安全確保を
すべき」と主張しました。放課後子ども居場所
事業拡大のために公設放課後児童クラブを廃止
する議案については、居場所事業が民設学童の
運営を圧迫し、党市議団が求めてきた支援策が
具体化されたものの不十分だと指摘し、反対し
ました。
　また、生活保護は権利であることを市民に分
かりやすく伝えるためポスター掲示など求める
請願と、インボイス制度が中小企業や小規模事
業者に負担を強いており見直しを求める意見書

提出を求める請願
について採択を主
張しましたがいず
れも不採択となり
ました。
　続いて久保市議

　9月 30日、決算特別委員会（市民生活委員
会関連）が開かれ、久保みきと池田めぐみの両
市議が登壇しました。
　はじめに久保市議が、香害問題と桜環境セン
ターについて質疑しました。近年、柔軟仕上げ
剤などに含まれる香料によって体調不良を訴え
る人が増えており、社会問題となっています。
市は2023年から啓発ポスターを作成、公共
施設等に掲示していますが、久保市議は「ポス
ターの活用範囲を広げ、周知に努めるべき」と
求めました。また、室内の建材や内装材だけで
なく、日常生活で使用される製品の香料が原因
となり、シックハウス症候群や化学物質過敏症
を引き起こすケースもあります。そのため、公
共施設において空気中に存在する多種多様な揮
発性有機化合物（TVOC）の測定を市に求め
ました。桜環境センターにおいては、高齢社会
を見据えて、送迎バスの拡充を求めました。

ASUKAモデルの上映が実現

　次に池田市議がAEDの普及促進に関連し

て、昨年度、「応
急手当講習」の際
に「ASUKAモデ
ル」の上映をはじ
めて実施し、10
回上映したことを
確認しました。9

市民生活守る立場での
市政運営求める
9月議会・本会議討論

月30日は、「ASUKAモデル」作成の契機と
なった桐田明日香さんの命日でしたが、二度と
同じような事故を起こさせないためにも、さら
なる上映の拡大を要望しました。
　また1月 1日に、家庭用持ち込みごみの無
料の範囲が「100Kg まで」から「10Kg ま
で」に変更されました。12月の無料台数2万
2731台に対し、制度変更後の1月の無料台数
は2034台と、9割減少したことがわかりまし
た。市民にとって大きな負担増加だったことを
示すものです。池田市議は、「今後、不法投棄
などにつながらないよう注視すべき」と求めま
した。その他、国際自転車競技大会クリテリウ
ムについてもとりあげました。

■ 2025 年 9月議会採決表（○＝賛成、×＝反対）※市長提出議案42件のうち33件に賛成 (79%)、9件に反対（21%)

議案・請願 共産 立憲 公明 さいたま
自民

自民
市議団 維新

無所属
みらい

令和7年度さいたま市一般会計補正予算（第4号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和6年度さいたま市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいたま市放課後児童クラブ条例の一部改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○
国に「消費税のインボイス制度見直しの意見書」提出を求める請願 ○ ○ × × × × ×

「香害」を広く知らせよう
決算・市民生活

市議団ニュースNo.1048（8月 31日号）におきまして、記事の内容に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
正： インボイス制度は 2023 年 10 月に施行されたため、2023 年分の確定申告では 10月から 12月までの 3カ月分

が対象となります。翌年（2024 年）分からは 1年を通して制度が適用されます。
誤：インボイス制度は2023年10月に施行されたため、今年度は4カ月分納入、次年度からは1年分の納入となります。

が登壇し、2024年度決算について不認定の討
論をおこないました。久保市議は「昨年度、市
民の給与所得者の平均額は約415万円で、も
っとも人数の多い層（ボリュームゾーン）では
約248万円。全体の平均所得は前年度から約
20万円の伸びがあったが、ボリュームゾーン
では6000円しか伸びておらず格差は拡大し
ている。高齢者の55％は非課税で、ボリュー
ムゾーンの平均所得は約110万円。月の所得
が10万円未満の方が7割を占めている」とし
て、「高齢者への支援が不可欠だったにも関わ
らず、市の施策はデジタル地域通貨など、高齢
者には恩恵が届きにくかった。またグリーンヒ
ルうらわの廃止で、高齢者に深い喪失感を与え
たことを重く受け止めるべき」と指摘しました。
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あなたの身近な市議会議員です
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求めました。また、障がい児のショートステイ
は障がい者施設で受け入れるしくみで、子ども
にとって過ごしやすい環境とは言えません。全
国には、発達障がい児家族のレスパイト目的の
ショートステイや福祉的ショートステイなど障
がい児を対象としたさまざまなとりくみがあり
ます。市にも検討を求めました。
　動物愛護行政では、昨年度、さいたま市は4
年連続の犬・猫の殺処分ゼロを達成しました。
このままずっとゼロが続くこと、ゼロが当たり
前になることを求めました。
　次にとば市議は、昨年度末に廃止された公営
老人福祉施設「グリーンヒルうらわ」について、
「73人の利用者と職員のコミュニティを壊し、
影響の調査もしていない」と厳しく指摘し、市

市議団ニュースは政務活動費で作られています

　10 月 2 日、決
算特別委員会（保
健福祉委員会関
連）が開かれ、久
保みきととばめぐ
みの両市議が登壇

　10 月 3 日、決
算特別委員会（ま
ちづくり委員会関
連）が開かれ、池
田めぐみと金子あ
きよの両市議が登

支援についてとりあげました。育児に疲れ果て
る毎日、たまにはリフレッシュしないと保護者
は心が疲弊してしまいます。そこで重要なの
が、レスパイト事業です。市には、生活サポー
ト事業などいくつかの事業がありますが、どこ
も深刻な人手不足。さらに障がいの軽い場合は
報酬が少なく事業所が赤字になるため受けられ
ないなどの問題があります。そのため、改善を

死亡事故にあった事態もふまえ、安心安全な歩
行空間の確保のための道路整備を求めました。
　また、JR浦和駅から市役所までの100円
区間等が3月31日で終了したことを確認する
と、市は、運賃の値上げについて民間業者から
まったく相談を受けていないことが分かりまし
た。政令市20市のうち、15市で路線バス運
行への補助を実施しているため、池田市議は「本
市も路線バス運行への補助など、市民の足を守
るための施策を進めるべき」と求めました。

公園の時計設置の希望にこたえて

　続いて金子市議が、開発許可制度について都

が「民間施設が十分ある」と説明してきた一方
で介護事業の倒産が全国で過去最多となってい
ることへの認識を質しました。物価高と人手不
足のなか、民間任せでは介護の崩壊を止められ
ません。とば市議は「公営施設こそ必要。市の
公的責任が問われる」と指摘しました。
　介護認定まで41日（市平均）もかかる現状
も深刻です。区によって 36日（北区）から
40日（西区）と 10日もの格差があります。
とば市議は「調査員の減少や区による格差を放
置すべきでない。体制を強化すべき」と改善を
求めました。
　他に、介護保険料や国民健康保険税の滞納が
低所得層に集中している実態についてとりあげ
ました。

市局と教育委員会の連携の状況について質しま
した。市は「2024年 12月に開発行為の手続
に関する条例施行規則が改正され、児童および
生徒の増加にともなう措置に関する協議事項が
加わった。その後、教育委員会が関わった協議
等は14件あり、今まで以上に開発動向が把握
でき、事業者等との協議の実効性が高まった」
と答弁しました。
　また、公園に時計を設置する基準について質
しました。市は「明確な基準はなく、おおむね
2000平米から2500平米程度の公園に順次、
設置をおこなっている」と答弁しました。金子

市議は、長年要望がありながら時計が設置され
ていない明花公園は1万 1000平米、浦和向
公園は6500平米、御嶽公園は2800平米で
あることを示し、設置を急ぐよう求めました。
　最後に、住宅セーフティネット法の施行のな
かで住宅確保の要配慮者、福祉的な支援を必要
とする人への対応についてとりあげ、「実態と
して要配慮者の入居を拒まない住宅は公営住宅
しかない。市営住宅を増やす検討をしてこなか
ったのか」と質しました。市は「公共施設マネ
ジメント計画により、市営住宅は現状戸数を維
持する」というものにとどまりました。

安心安全な歩行者空間
確保のために

障がい児家族の
レスパイトの充実を
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決算・保健福祉

壇しました。
　はじめに池田市議は、西区水判土（みずはた）
の交差点の安全対策についてとりあげました。
当該交差点は5差路で、青信号でも渡るのが
危険と指摘があり、地域から「歩車分離信号の
要望」が出されていました。しかし市は2020
年以降、調査をしていませんでした。中学生が

しました。
　はじめに久保市議が、障がい児のレスパイト


